
 

 

 

 

 

    

集落営農型法人の専従者雇用の方向について先進地から学ぶ 

‐甲賀集落営農法人連絡協議会先進地視察の実施‐ 

 

甲賀集落営農法人連絡協議会(会員数 37 法人)は、集落営農型法人の今後の経営

の在り方を学ぶため、10月 31日に 17法人 30名の参加のもと、東近江地区の先進

地の視察を行いました。 

 

甲賀地域の法人組織の多くは、集落内の人手不足が問題となってきている上に、

中山間地に立地するため、作業効率の悪さとともに、畑作物に向かない土質が多

く、経営的に苦しい環境にあります。 

今回の視察先では、将来的に人手が不足することを予測し、リーダーの専従化を

図った事例を見ることで、取組までの経緯や、専従者の報酬をねん出する考え方に

ついて意見交換して、甲賀地域の集落営農型法人で専従者を雇用することの可能性

について考えていただきました。参加者からは所属法人の決算と比較しながら、専

従化の厳しさを感じられ、これを改善するための方策について実現可能かどうか、

画策されている法人のリーダーも見られました。 

 今後、専従者の雇用を志向する法人に対して、今回の視察を通じて得られた情報

を活用しながら、当課では継続した支援を行います。 
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